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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100＜あぶた読書の家＞）

［時間］９時～ 17 時 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
臨
床
の
砦
（
夏
川

草
介
）▽
罪
の
因
果
性（
横
関
大
）

▽
N
（
道
尾
秀
介
）
▽
レ
ッ
ド
ネ

ッ
ク
（
相
場
英
雄
）
▽
と
わ
の
庭

（
小
川
糸
）
▽
M
Ｒ
（
久
坂
部
羊
）

▽
沈
黙
の
終
わ
り　
上
・
下
（
堂

場
瞬
一
）
▽
月
下
の
サ
ク
ラ
（
柚

月
裕
子
）
▽
グ
ッ
バ
イ
・
イ
エ
ロ

ー
・
ブ
リ
ッ
ク
・
ロ
ー
ド
（
小
路

幸
也
）
▽
新　
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ

ー
の
あ
と
で
（
東
川
篤
哉
）
▽
悪

魔
に
は
悪
魔
を
（
大
沢
在
昌
）
▽

に
ぎ
や
か
な
落
日（
朝
倉
か
す
み
）

▽
神
の
悪
手
（
芦
沢
央
）
▽
仮
面

（
伊
岡
瞬
）
▽
君
と
歩
い
た
青
春　

駐
在
日
記
（
小
路
幸
也
）
▽
大
連

合
（
堂
場
瞬
一
）
▽
噂
を
売
る
男

（
梶
よ
う
子
）▽
聖
刻（
堂
場
瞬
一

▽
北
緯
43
度
の
コ
ー
ル
ド
ケ
ー
ス

（
伏
尾
美
紀
）▽
失
わ
れ
た
岬（
篠

田
節
子
）
▽
鳴
か
ず
の
カ
ッ
コ
ウ

（
手
嶋
龍
一
）

＜

児
童
書＞

▽
る
（
さ
い
と
う
し

の
ぶ
）
▽
た
す
ひ
く
ね
こ
（
に
わ

作
／
大
迫
ち
あ
き
監
修
）
▽
か
い

け
つ
ゾ
ロ
リ　
き
ょ
う
ふ
の
ダ
ン

ジ
ョ
ン
（
原
ゆ
た
か
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　
般＞

▽
沈
黙
の
パ
レ
ー
ド

（
東
野
圭
吾
）
▽
N
（
道
尾
秀
介
）

▽
砂
に
埋
も
れ
る
犬（
桐
野
夏
生
）

▽
お
い
し
い
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ

ま
す
よ
う
に
（
高
瀬
隼
子
）
▽
夜

に
星
を
放
つ
（
窪
美
澄
）
▽
絞
め

殺
し
の
樹
（
河
崎
秋
子
）
▽
爆
弾

（
呉
勝
浩
）
▽
ス
タ
ッ
フ
ロ
ー
ル

（
深
緑
野
分
）

＜
児
童
書＞

▽
マ
ス
ク
と
黒
板

（
濱
野
京
子
）
▽
す
て
き
な
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
（
な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
）

▽
き
つ
ね
の
ぱ
ん
と
ね
こ
の
ぱ
ん

（
小
沢
正
著
、
長
新
太
絵
）
▽
に

げ
て　
さ
が
し
て
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ

ン
ス
ケ
）
▽
し
ぜ
ん
の
お
く
り
も

の
（
イ
ザ
ベ
ル
・
シ
ム
レ
ー
ル
著

／
石
津
ち
ひ
ろ
訳
）
▽
つ
み
つ
み

ニ
ャ
ー
（
長
新
太
）

たすひくねこ
にわ（作）、大迫ちあき（監修）

絵本でありながら10 の補数や
数の合成・分解（足し算・引き算）
さらには数学的な視点や考えを身
に付けられるのが特徴。
　親子で楽しみながら算数が好
きになれる絵本です。（あぶた読
書の家所蔵）

絵本の玉手箱　９月のおはなし会
■日　時　① 9 月 12 日（月）、９
月 26 日（月）10 時～ 11 時 30 分、
9 月 15 日（木）14 時～ 15 時 30
分②９月 16 日（金）14 時～ 15 時
■場　所　①あぶた母と子の館②あ
ぶた読書の家
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 ９月 21 日 ( 水 )14 時 30 分～
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本 ( ☎ 76-2613)

　
　
年
も
暑
い
夏
で
し
た
ね
。

　
　
私
の
活
動
拠
点
で
あ
る
と

う
や
水
の
駅
周
辺
で
は
、
湖
水

浴
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し

む
観
光
客
や
地
元
の
人
も
多

く
、
に
ぎ
や
か
な
夏
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た「
洞
爺
夏
ま
つ
り
」。
規

模
を
縮
小
し
て
の
開
催
で
し
た

が
、
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
太
鼓
台

（
ち
ょ
う
さ
）・
山
車
パ
レ
ー
ド

は
圧
巻
で
、
初
め
て
見
る
私

は
、
撮
影
し
な
が
ら
大
興
奮
で

し
た
。

　
来
場
者
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

「
や
っ
ぱ
り
お
祭
り
っ
て
い
い

ね
」
と
口
を
揃
え
、
久
し
ぶ
り

に
帰
っ
て
き
た
夏
の
風
物
詩
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
水
の
駅
で
は
、
秋

の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
に
伴
い
、
皆

さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
新
米
や
果

物
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
秋
の
味

覚
が
並
び
ま
す
。
お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。

　
さ
て
、
私
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
着
任
し
て
か
ら
、
１
年

半
が
経
ち
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
な
の
で
、
あ
っ
と
い
う
ま
に

折
り
返
し
で
す
。

　
今
後
は
更
に
視
野
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
、
温
泉
街
の

洞
爺
マ
ル
シ
ェ
で
も
活
動
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
洞
爺
湖

町
の
豊
か
な
食
材
に
つ
い
て
学

び
、
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
の
開
発

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
と
う
や
水
の
駅
、
と
う
や
マ

ル
シ
ェ
と
２
拠
点
で
の
活
動
は

忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
限

ら
れ
た
残
り
の
活
動
期
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

今
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今月の
１冊

今月の
リポーター
佐川千明さん佐川千明さん


